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　嗅覚は視覚，聴覚とともに動物の生活に必要欠くべ

からざるものであるが，下等動物には，或る場合は他

の2者よりも更に重要な感覚として意義を有し，解剖

学的にも良好な発達をとげているものがある．一方人

間では次第に退化しつつある感覚の一つとなってお

り，嗅器の発達も動物のそれに比して劣っている．嗅

覚は入間の生存上絶対不可欠のものではないとはい

え，香料，芳香は人間の日常生活に豊かさとうるおい

を与え，不快臭はこれを識別することによりわれわれ

を危険から未然に防止するのである．

　嗅覚はかく生活上少なからぬ意義を有しているにも

かかわらず，その生理は複雑であり，神秘的ですらあ

る．嗅覚生理には嗅刺戟となりうる物質とその作用機

序の解明，並びに刺戟受容器としての凶器の解剖生理

が必要であり，更にこれに附随する幾多の問題が解決

されねばならない．

　嗅物質からみた嗅覚説はその作用機序として化学

説，物理説があり1），そのいずれも決定的な結論に至

っていない．

　嗅覚生理はAronsohn　2），　Zwaardemaker　3）らの研

究以来，絶えず諸家により解明に努力が払われてきて

いたが嗅覚はその観察が主観的であり，容易に疲労を

きたし，かつ測定法は煩雑にして正確さを欠くことな

どからその研究上に甚だしい困難をなげかけている．

　嗅覚を他覚的に観察せんとする試みはKfatschmer

が家兎における呼吸反射を観察して以来，嗅刺戟と呼

吸反射について諸家により系統的に研究されて来てい

る．また豊田4）は嗅覚を瞳孔反射との関係の上から論

じている，

　嗅刺戟の受容器としての嗅上皮は鼻腔深部に存在す

るが，鼻腔は解剖学的に，発育史的に極めて複雑なた

め，その生理はまだ充分な解明に至っていない．鼻

粘膜温は鼻腔生理のうちで重要な位置を占めている

が，この温度が他の身体表面温に比して変動しやす

く，外的刺戟に影響されやすいために注目され，すで

にK：rukOwerにより鼻甲介温が測定されている．鼻

甲介温は諸種の疾患との関連の上から追求され，また

身体に各種外的刺戟を与えることにより変動の状況が

詳しく記載されてきている．鼻甲介温を嗅覚との関連

の上から論じた文献は著者の渉猟した限りでは見当ら

ない．

　著者は鼻甲介温を連続測定しつつ，各種の刺戟を与

え，その反応を観察しているうちに，嗅刺戟により鼻

甲介温に特殊の変動が生ずることを知った．この変動

は嗅覚と関係があるものか，更には嗅覚の他覚的観察

の一指標となりうるものか検索を加えんとして本研究

を試みたものである．

　第1編では家兎について嗅刺戟に対する鼻甲介温の

変動を観察した．嗅素は種類及び濃度を種々変化せし

め，家兎は嗅神経を末梢及び中枢において遮断し，ま

た自律神経系に薬物的及び手術的に侵襲を加え，その

各々における嗅刺戟に対する鼻甲介温の反応を観察し

検討した．

　第2編では入について同様嗅刺戟に対する下鼻甲介

温の変動を観察した．ここでは呼吸様式を随意的に変

化せしむることによる鼻甲介温の反応を観察し，嗅覚

の有無と鼻疾患の軽重の組合わせの中における嗅刺戟

に対する下鼻甲介温の反応状況を調査し検討し，併せ

て嗅覚の生理と鼻腔生理について考察を加えたもので

ある．

文 献

　嗅覚の生理についてはAronsohn，　Zwaardemaker・

Henningらの諸家により早くから解明の努力がなされ

ており，嗅覚発生の原理，嗅運動，嗅素，嗅覚の測定

などに相次いで研究が行なわれているが，その進歩は

一般生理学のそれに比していまだ遅々たるものであ

る．

　AStudy　on　the　EHect　of　Olfactory　Stimulation　on　the　Temperature　of　Mucosa　of　Nasal

Turbinate．　Aklio：Maesaka，　Department　of　Oto－Rhino－Laryngology（Director：P士of．　B．　Toyota），

School　of　Medicine，　Kanazawa　University．
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　：Kfatschmerは1870年すでに家兎に粘膜刺戟性ガス

を経鼻孔的に投与し呼吸停止の生ずることを認め，し

かもこの現象が嗅神経の存在の有無にかかわらず出現

し，この反射経路は三叉神経を介するものであると発

表した．

　1886年Gou＝ewitschは三叉神経を切断した家兎に

硫化水素ガスを経鼻孔的に与え，呼吸停止の起ること

を認め，この反射はまた嗅神経を経て起ることを述べ

た．

　Aronsohnは同年，蛙に種々の嗅素を投与し呼吸数

の減少，呼吸緩徐の生ずることを認めた．

　1901年，Beyer　5）は家兎の各種の嗅素に対する呼吸

運動から同素を分類している．

　1910年，Zwaardemakerは嗅素の分類を試み，現在

にもなお用いられているところの次の3種に嗅素を分

類した．

　　純激雷

　　刺戟性畑島

　　食餌性（滋味性）嗅素

　嗅刺戟と呼吸反射との関係については更にChilow

6、，塚本，永見，川原ら7）8）9），本郷10），福島11）の諸家

の研究がある．本郷は家兎に経鼻孔的に嗅刺戟を与

え，その際の呼吸反射を観察し，初期呼吸頻速が嗅覚

と関係をもつことを主張した．

　Chilow，永見らは嗅刺戟による呼吸反射については

交感神経の関与を認め，福島は交感神経のみならず副

交感神経も関与すると報告し，本郷は自律神経は初期

呼吸頻速に著しい影響を及ぼすことなしと反論した．

　嗅刺戟性呼吸反射にはその他，宮崎12）・，林13），渡

辺14）らの研究があり，嗅刺戟性瞳孔反射については豊

田の家兎を用いての実験的研究がある．、電気生理学的

立場からの嗅覚の研究は1950年Adrianが哺乳動物に

ついて嗅刺戟による嗅球の脳波の変化を報告して以

来，諸家による報告も相次いでみられるようになって

きている．本邦では富田らが猫を用いての研究を行な

っており，水野も同様嗅球の電位変動を追求してお

る．その他狭間，工藤15），女川16），園田17），山本18）も

それぞれ電気生理学的に嗅覚をとり扱い多くの報告を

発表している．

　その他1958年新見19）は嗅刺戟を用いての人の条件皮．

膚電気反射に検索を行なっている．

　鼻腔温については1926年K：τukowef　20）の報告をは

じめとし，1930年D6derlein　21）がこれに続いている

がいずれも温度計として水銀寒暖計を用いておる．

1927年Jansenが熱電気的温度測定法により人の鼻粘

膜温を測定し，以後1933年Undritz　u．　Sassossow　22）

が，並びに同年辛島23）が熱電対を用いて人体における

測定結果を報告している．竹沢24）は1934年熱電対によ

り上気道温度を測定し鼻粘膜の吸気加温作用を主張し

た．以後この方面の測定には殆んど熱電気的温度測定

法が採用されており，Cone　25），砂田26），武田ら27），

河合処）29），大原30），北原31）らの諸家による研究がこれ

で毒る．1939年砂田は鼻粘膜局所温度に関する臨床的

並びに実験的研究を行ない，人及び家兎の甲介温を測

定し詳細な報告を行ない，鼻粘膜温の変化は鼻粘膜血

管内の血流量の増減と血液の性状によるものと結論し

た．大原は熱電対温度計を河合の方法に準じて鼻腔内

に挿入固定し，鼻甲介温度の変化を回転感光紙上に投

射し連続記録を行なった．北原は鼻粘膜温を測定し鼻

粘膜温に及ぼす温度刺戟の：影響から鼻粘膜の吸気加温

作用を否定し，鼻粘膜は体熱放散器官として働くと主

張した．

　温度計として従来主として熱電対が使用されていた

のがサーミスター32）の出現により高性能の温度計の作

成が可能となり，小田島33），Flisberg＆1ngelstedt　3｛）

がサーミスター温度計を用いて鼻甲介温の測定を行な

っている．

　温度の自記連続記録装置の入体及び動物に対する使

用は1951年長尾35）が自己考案になる装置で人及び家兎

の温度測定を行なっており，田坂ら36），永山ら37）が人

及び家兎の温度を連続的に測定描写することに成功し

ている．

　現在，鼻粘膜温度を連続的に測定し，且つその変化

を嗅覚との関連の上から追求した研究は見当っていな

い．

第1編　嗅刺戟による家兎前鼻甲介温の変動に関する研究

1．正常家兎の前鼻甲介温

1．実験材料及び実験方法

1）実験材料

a）実験動物

　体重2kg前後の健康なる成熟白色家兎を雌雄を問

わず使用した．嗅覚生理に関する文献では家兎，モル

モット，犬などが使用されており，また鼻腔温，鼻甲

介温に関しては家兎がしばしば用いられている．著者

の実験の場合，犬は固定がむつかしく，またモルモッ
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トでは鼻腔内に挿入する温度計が相対的に大きすぎる

ので家兎を用いたのである．

　b）実験装置

　　i）温度計
　東洋電子KK：製記録式電子検温器を使用した．これ

は電気抵抗温度計に属するものであり，温度変化に極

めて敏感な抵抗体であるサーミスターが使用されてお

る．温度によるサーミスターの抵抗値の減少をBridge

型電気回路に導いて電流計によって直読するように作

られており，なおその変化を記録紙上に連続記録でき

るようになっている．記録に際して記録針が記録紙上

に放電することによりカーボン粒子が噴射される仕組

みになっておりメーターの摩擦抵抗は少ない．記録紙

の送り速度は10mm／minである．電流計の目盛りは

22。C～32。C，32。C～42。Cの2’ i階に切りかえるこ、と

ができ．る．最もとまかい目盛りは0．1。Cである．感

温部素子（エレメント）は2種あって1つ（A）は針

金状で直径1．Omm，長さ13cmであり，もう1つ

（B）は棒状で直径2．Omm，長さ15cmである．本

実験に主として（A）を用い，層後に人における実験に

は（B）を用いた．

　　ii）家兎固定器

　家兎の鼻腔内にエレメントを挿入し固定するために

は特に頭部の固定が必要である．この目的のため家兎

をまず押田氏式円筒固定器に入れて躯幹を固定し，そ

の頭部の固定には著者の考案したブリキ製の頭部固定

器を用いた．頭部固定器は第1図の如くである，家兎

の鼻尖は円孔より外部に露出され，且つ家兎の視界は

眼前の板で遮断され実験者の操作がみえぬようになっ

ている．この円孔の大きさは家兎の呼吸には支障な

く，また前頸部，側頸部が固定により強く圧迫をうけ

ることもなく，この状態で約40分間放置すれば，ほぼ

安静の状態をうることができる．

　2）実験方法

　a）家兎の固定

　家兎を押田二二円筒固定器，及び頭部固定器にて第

2図の如く固定する．この際雨雲が完全に円孔から出

ているかどうか，固定器が家兎の前頸部，側頸部を圧

迫し呼吸に障害を与えていないか，頭部に著しいうっ

血をきたしていないか，更に上下肢に無理な姿勢がな

いか注意：した．

　b）エレメントの挿入

　検温器，記録器に接続したエレメントを支持台に装

着し家兎の左鼻腔に徐々に挿入し，その尖端を僅かに

外側方に向けて前鼻甲介と軽く接触させる．この前鼻

甲介への接触法は予じめ死体においてその深さ，方向

坂

第1図

第2図

を調査し，またエレメントの尖端た色素をつけて挿入

したりして同一条件で確実に前鼻甲介に接触させるよ

う修練した．家兎の鼻腔はエレメントの挿入により少

しく狭くなるが，エレメントが細いので平常の呼吸を

強く障害したり，嗅素ガスの吸入に支障をきたすよう

なことはない．

　c）その他の条件

　i）家兎の食餌条件は一定とし，実験には食前か，

食後5～10時間のものを用いた．

　ii）実験室は螢光灯照明か自然光の照明を用い，実

験中急激に照明を変化させることのないようにした．

　iii）実験室内は可及的無臭になるようにつとめた．

　iv）実験室内の騒音は音響刺戟の影響を除くため30

phone以下とした．

　v）実験室内の気温は季節により10。C～30。Cまで

となったが実験中は0．5。C以内の変動に保ち，外気

温度の変化により鼻甲介温度が影響されぬようにつと

めた．

　vi）温度曲線からの温度の読みは測定開始後温度が

約1分間以上安定した値をとったときの呼気時の測定

値をもつてした．
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2．実　験　成　績

　　1）前鼻甲介温の性状

　家兎の躯幹，頭部を固定し前鼻甲介にエレメントを

装着してから連続測定を行なった．

　前鼻甲介で測定された粘膜温は10。q～30。Cの室温

における呼吸で吸気，呼気に一致して吸気には低く呼

気に際しては高い動揺を示すが，この幅は安静時0．15

。C～0．4。C，平均0．2。Cであった．

一一一本わこの小さな律動性の動揺とは別に不規則に粗な

波としての動揺が時々認められ，この幅は0．5。C～

1．02◎以内である．一ζれは周囲の状態の変化に敏感

に反応し，また家兎自身の体動時も変化し容易に動揺

一を示す．この形状は一定でなく，その高さ，持続も全

く不定である．（第3図）

　鼻甲介温は測定開始から徐々に上昇をはじめ5～7

分の間に0．8。G～LO。C上昇してほぼ最：高に達し，

o
第3図
　噂 。

次いで徐々に下降をはじめる．20分～40分たつと最高

の温度より約2。C下降し以後はこのままほぼ一定の

値をとり，基線の動揺も少なくなっている．

　2）気温と前鼻甲介温との関係

　家兎固定後約40分間放置し，ほぼ安静状態となるの

を待って測定を開始し，最初に温度の動揺が約i分間

に亘って安定した時点の温度を測った．成熟家兎30例

の前鼻甲介温測定の延べ130回の結果では両者の関係

は第1表の如くであり，一般に気温が高いと鼻甲介温

も高い傾向にあるが，気温が比較的低い場合必らずし

も鼻甲介温が低いとは限らない．

←
ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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3．小括並びに考按

　従来からの鼻腔温，鼻甲介温の測定法は熱電対或い

は温度計を鼻腔内に挿入し，または鼻甲介に接触させ

ている．その場合に測定の都度鼻腔内挿入を行なう方

法と，武内ら，河合，北原，大原の行なつた如く鼻腔

　　　　内にエレメントを挿入したまま温度測定を行

　　　　う方法がある．後者はエレメントを固定して

　　　　おくことにより鼻腔内へ挿入，抜去による粘

　　　　膜反応の影響を除くとともに，同一条件のも

　　　　とで測定できるという利点を有している．著

　　　　者の行なつた方法は後者に属し，且つ大原の

　　　　方法と似ておりエレメントの鼻甲介への接触

　　　　固定により連続記録と遠隔操作ができ，しか

　　　　も短時間の比較的微細な変化をみることがで

　　　　きる点で便利である。またこのまま生体に刺

　　　戟を与えた場合，その前後の短時間の温度の

　　　　変化が記録される．

　　　　鼻腔内のエレメントの接触固定の場所は砂

第1表　家兎鼻甲介温と気温
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田は前鼻甲介前端内面としており，北原も同様の場所

を撰んでいる．武内ら，竹沢は粘膜下に針状のエレメ

ントを刺入し測定を行なっている．この場合狭小な鼻

腔内に粘膜下刺入という侵襲により鼻粘膜に充血，炎

症性変化が起り，生理的状態から一層遠ざかるおそれ

がある．著者は砂田，北原と同様にエレメントを前鼻

甲介前端内面に接触させた．

　鼻甲介温は環境の温度，家兎の個体差により一定で

ない．砂田は室温20．0。C～26．5。C，湿度60％～86％

の室内で腹位固定直後平均32．01土0．051。C，15分後

では32．55士0．071。C，30分後では32．66±0．310。C，

45分後では32．67土0。047。Cとしている．

　北原は室温18。Cのとき腹位固定約1．5時間後では

鼻粘膜温は約32．0。Cであるとしている．著者の測定

したところでは砂田と同じ気温条件下では約37．4。C

であり，北原と同条件下では35．1。Cとなり，いずれ

も3～5。C高い値を示している．北原，砂田らの家兎

の固定法は固定台上に家兎を腹位或いは背位におき，

四肢を伸展させ緊縛固定しており，躯幹，四肢ともに

外気に露出されている．著者の実験では家兎は頭部を

除いては円筒固定器内に在り，頭部も固定器によって

ほぼ垂直前方に向けて固定されるために全身の循環や

熱発散の程度は砂田，北原らの固定における場合と相

違するであろうし，この相違が鼻甲介温に差をもたら

したものと考えられる．

　鼻甲介温は小さい範囲内で絶えず呼吸に一致して変

動し，且つその間に不定な動揺を示しているのでその

温度を決定するには任意に由る一時点を撰んでも果し

て安定している点か否かの見極めはむつかしい．電流

計の針のふれは観察には不便であり，小さい変動は見

落すおそれがある．従って安静状態の鼻甲介温を決定

するには論る程度の連続記録を行なってそのグラフ上

から決定するのが望ましい．

　家兎の安静時の鼻甲介温の推移は砂田は固定操作直

後から漸次上昇し，固定後15分～40分で最高を示し，

その上昇度は1。C以内であるとしている．また固定

後45分以内の変動はそれ以後に比して常に大であり

以後は漸次安定するため実験は固定後60分に行なうこ

とを提唱している．北原は家兎をウレタンにて麻酔し

固定，エレメント装着後1．5時間～2時間以後に実験

を行なうとしている．著者の実験では家兎の前鼻甲介

温は固定後5分～7分で上昇し最高値を示し，その上

昇度は0．8。C～1．0。Cであった．次いで下降をはじめ

20分～40分でほぼ一定の値をとった．これは砂田に比

して上昇に要する時間も安定に至る時間も非常に短か

いが，温度変化の傾向はほぼ相似ている．家兎の鼻甲

坂

介に分布する血管の血流量は頸部や躯幹の循環動態に

著しい影響をうけるものと考えられる．家兎の四肢を

緊縛することによる固定は家兎が動きやすく甚だ困難

であり，且つ不自然である．鼻甲介温やこれが安定に

至るまでの時間の相違もこういうことが影響している

のではないだろうか．著者の実験では固定40分後でほ

ぼ安定した値がみられ，且つ基線の動揺も小さくなる

ので以後の実験は40分を経過してから行なうことにし

ている．

　環境温度と鼻甲介温の関係については入の場合は諸

家により寒冷時にかえって上昇するとの説もあり，或

いは環境温度の高低に大きな影響をうけないとしてい

る論文もあるが，家兎の場合にはあまり言及されてい

ないようである．著者の観察では10。C～16。C，16。C

～24。C，24。C～30。Cの室温における家兎の前鼻甲介

温は平均してそれぞれ32．9。C，36．10C，37．1。Cとな

るので低温時は低く高温時には高い傾向にあるように

思われる．しかし12。C～13．9。Cの室温においてなお

36。C～37．9。Cの鼻甲介温を示す例も8／19あった．

4．結 論

　i）家兎の前鼻甲介温は呼吸，その他の因子により

絶えずこまかい変動を示している．

　ii）固定後仏40分でほぼ安定した値を示す．

　iii）前鼻甲介温は気温が10。C～16。Cでは32．9。C，

気温16。C～24。Cでは36．1。C，気温24。C～30。Cで

は37．1。Cであるが，ただ中には気温12。C～13．9。C

のとき36。C～37．9。Cを示す例もあった．

皿．正常家兎の嗅劇載に対する前鼻甲介温の笈応

1．実験材料及び実験方法

　1）実験材料

　a）実験動物

　第1章で使用した白色家兎のうちから8例を選んで

使用した．

　b）嗅素びんの作成

　Zwaaτdemakerの分類に従い純元素としてアミール

アセテート，ヘリオトロープ，ニトロベンゾール，グ

アヤコールの4種を選び，粘膜刺戟性嗅素として氷酢

酸，アンモニアの2種を選んだ．

　容量500m1の硝子製三角コルベンに適当に稀釈し

且つ充分に混和し全量1．Om1とした嗅素を入れた．

稀釈溶媒は流動パラフィンを用い氷酢酸とアンモニア

は蒸溜水を用いた．　この三角コルベンをパラピン紙

とゴム栓で密栓し40。Cの湯煎中に約10分間加温し，
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約1昼夜放置し嗅素がほぼ完全に蒸発し，コルベン内

の空気と充分に混和したものを晶晶ぴんとして使用し

た．嗅素の濃渡：は原液，2倍，10倍，100倍，1，000

倍，10，000倍稀釈とし，なお対照無臭ぴんとしては溶

媒に応じて流動パラフィン或いは蒸溜水を1．Oml入

れたびんに嗅素ぴんと同様の操作を加えた．10倍稀

釈回心びんには乙鳥原液0．1m1が溶媒で稀釈されて

1．Omlとなっている．

　c）実験装置

　第1章で使用した温度計，固定器などをそのまま使

用した．

　2）実験方法

　第1章における実験と同様に固定した家兎の左前鼻

甲介にエレメントを接触固定し，約40分間放置し安静

を計る．鼻甲介温度曲線を記録し，曲線のほぼ安定

したときを見計らつて適当な嗅素びんを家兎の鼻孔の

直下におき，速やかに且つ音を可及的小さくしてゴム

栓を外し，びんの口を鼻孔下約5cmに保持し，中の

嗅素ガスを吸入させる．これと同時に秒時計にて時間

を計り10秒後びんを鼻孔の下からとり除く．嗅刺戟の

開始は記録紙上に直ちに記録して反応の原点とする．

この丁令素びんのロが家兎の口先やひげの先に触れた

り，びんの栓を開く音や秒時計の音を響かせたり，或

いは検者の刺戟を与える動作が家兎に異常な刺戟とな

らないように注意した．嗅刺戟を相次いで与えるとき

は各刺戟の間を3分～5分以上おき，嗅覚の疲労を少

なくするようにつとめた．

2．実　験　成　績

　1）嗅刺戟時における前鼻甲介温の変動

　第1実験

　家兎の鼻甲介温がほぼ安定したのを見計って前鼻孔

に嗅刺戟を与えると温度曲線は上昇し一定時間後下降

して刺戟前の状態に復する．この反応は嗅素の濃度，

種類により多少程度を異にするが，その反応様式は大

体一定である．即ち家兎8号の反応（第4図）を例に

とると，嗅刺戟を与えると直ちに鼻甲介温は比較的急

峻な曲線を描いて上昇をはじめ約10秒後最高に達しそ

の上昇度は0．6。Cである．次いで比較的緩やかに下

降し30秒でほぼ一定の値をとりはじめている．そして

この後には特に類似の温度変化は生じていない．

　この嗅刺戟時における前鼻甲介温変動の現象は嗅素

がアミールアセテートにおけるのみならず他の純二二

ヘリオトロープ，ニトロベンゾ｝ル，グアヤコールに

も認められ．また粘膜刺戟性嗅素氷酢酸，アンモニア

においても発現している．（第5図）

第4図

　一般に嗅素の濃度が高い場合は比較的急峻な上昇曲

線とこれよりやや緩やかな下降曲線を描き，山の高さ

も比較的大きいが，濃度が低下するにつれて上昇及び

下降の曲線の傾斜はゆるやかとなり，殊に下降に際し

て著しい．また山の高さも低くなってくる．そして遂

には基線の動揺と紛らわしくなる傾向がある．

　嗅素の種類については一般に粘膜刺戟平鞘素におけ

る場合は純嗅素における場合よりも曲線の急峻さ，上

昇度の大きさが強い．

　この現象は個々の家兎の間において個体差があり，

また同一家兎でも測定を行なった時刻などにより差を

生じた．

　2）岬町素刺戟による前鼻甲介温の変動

　第2実験　アミールアセテート

　四坐アミールアセテートの階段稀釈による嗅素びん

を使用し，第1実験で得られた反応曲線の発現を目標

とした．判定は（十），（±），（一）の3種とし，その

基準は次の如くである．

　（十）：明らかに本反応が認められたもの．

　（土）＝一見本反応の如くであるが，なお基線の動揺

　　　　と紛らわしいもの．

　（一）＝明らかに本反応の発現が認められないもの．

　嗅素びんは10，000倍の稀釈濃度のものを第1ぴんと

し，以下1000倍，100倍，10倍，2倍，原液をそれぞ

れ第2びん，第旧びん，第4びん，第5びん，第6ぴ

んとした．第3実験以下においてもほぼこれに準じ

た．

　成績は第2表の如くである．

　即ち原液においては全例に（十）の反応を示してお

る．第1びん（10，000倍）では明らかに陽性と認めら

れる反応はみられないが第2びん（1，000倍）ではそ

の半数には著明に出現しており，反応の（一）なるも

の及び紛らわしいものが各々8例中2例ずつを占めて



坂ぬ剛204

第5図
り　　　　　　　　　　　・ 」　　　　4」　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　．　　　　　・

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ro　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　●

！

0、

渥 o

、
P

、 ’

り

1
一 ミ 暫 二 いン　Lレ

、

、

、

、

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　εu　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iu

．

’

■
● 汽

．

「コ” 、　　　　　　　「■● 、 一

’

第6図
O⑩O♂

⑩
も

o

o

！

8 、一

A 一

9
馳

’
」

、

，

、

、

O噂O⑩

竃

｝

L

瓢 、 ミ
1



205嗅刺戟と鼻甲介温

第3表ヘリオトロープ

1・211・1・【1・1・・1・1・・1・1・・対照N・椋液

蝋
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開
±
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嗣
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±
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十

十
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十
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十
十
十
十

十
十
十
十
十
十
十
十

5
6
1
6
σ
2
1
2
2
2
3
2
4

第2表　アミールアセテート

Ml原液11・211・1・11・1・・11・1・・｝1・1噛照

一
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対照11041・1051・1解1・101含2原画

第4表　ニトロベンゾール

1＝2　12101：1021＝1031：104対照
N・・陣液

一

嗣
士
鱒
顧

輌
緬
鰯
±
劇
±
　
一

士
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±
十
十
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十
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　第5実験　グアヤコール

嗅素グアヤコールの階段稀釈による嗅素びん6種を

使用した．

　成績は第5表の如くである．

　原液においては全例に陽性に出現している．第1び

対照11G4110511021101：2原液

いる．第3びん（100倍）以降は陽性率はほぼloO％近

い値を示している．

　対照としての無臭びんには全例全く反応がみられな

い．家兎24号の反応を第6図に示す．

　第3実験

　嗅素ヘリオトロープの階段稀釈による嗅素びん6種

を使用した．

　成績は第3表の如くである．

　原液においては全例に陽性の反応が認められた．第

1びんでは全例に陽性の反応なく，第2びんでは8例

中2例に（＋）が出現した．以後陽性率は第3びんで

6／8，第4びんでは8／8，第5びんでは7／8である．す

なわち100倍稀釈以上の濃度では陽性の反応がほぼ確

実に出るようである．なわ対照の無臭びんについては

全例（一）であった．

　第4実験ニトロベンゾール

　面素ニトロベンゾールの階段稀釈による二二びん6

種を使用した．

　成績は第4表の如くである．

　原液においては全例に明らかな反応が認められた．

第1びんにおいては陽性例はなく，第2びんでは5／8

の陽性率であり，第3，第4びんではともに7／8，第

5びんでは8／8の明らかな反応の出現率を得た．

　対照実験では1例が無臭びんに紛らわしい反応を示

した．
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第6表氷酢酸
1・211・1・1ユ・1・・1・1・・1・1・・対照
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第7表　アンモニア
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3．小括並びに考按

　家兎に嗅刺戟を経鼻孔的に与えると鼻甲介粘膜温に

変化が生ずる．この変化は刺戟開始とともに温度の上

昇を示し，次いで下降しほぼ旧値に復する．嗅素アミ

せ削206

第5表　グアヤコール

1・21・1・i1・1・・1L1・・11・1・・i対照
No．1原液
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対照1104110511〔路1401＝2原液

んにおいそ陽性は8例中1例に認められた．以後の陽

性率は急に増加し第2びんで4／8，第3びんで7／8，第

4びん以降はすべて8／8の値を示した．

　対照では1例に紛らわしい現象が認められた．

　3）粘膜刺戟性嗅素刺戟における鼻甲介温の変動

　第6実験　氷酢酸

　嗅素氷酢酸の階段稀釈による嗅素びん6種を使用し

た．

　成績は第6表の如くである．

　原液（第6びん）では全例に温度変化が陽性に出現

した．第1びんでは陽性出現例はなく，陽性出現率は

第2びんでは1／8，第3びんでは7／8，第4びん以降は

8／8となっている．

　対照実験でも全例に反応を認めていない．

　第7実験　アンモニア

　心素アンモニアの階段稀釈による嗅素びん6種を使

用した．

　成績は第7表の如くである．

　原液では全例に（十）が認められた．第1びんでは

明らかなる反応は全例に認られず，第2びんでは8例

中5例に（＋）が出現した．第3びんでは8例中6例

が（十）であり第4びん以降は全例に陽性反応が認め

られた．

　対照実験ではすべて明らかに陽性に相当するような

曲線変化はなく，また紛らわしい変化も生じなかっ

た．
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ールアセテート原液における家兎10例についてみる

と，刺戟後の温度上昇は8秒～12秒間（平均9秒間）

に0．2。C～0．5。C（平均0．37。C）上昇し，次いで10

秒～20秒間（平均16秒間）に0．2。C～0．5。C（平均

0．35。C）下降する．この現象は本実験に使用した嗅素

の原液については純嗅素，粘膜刺戟性嗅素を問わず認，

められた．丁丁の濃度が低くなるにつれ反応曲線の型

は次第に平坦化の傾向を有している．各嗅素の階段稀

釈による嗅素びんを用いて嗅刺戟を与えた場合は8例

中原液，2倍，10倍，100倍稀釈ではほぼ全例に近く

（十）の出現をみ，1，000倍稀釈で1／8～5／8の出現率

となり，10，000倍では明らかな反応は殆んど認められ

なかった．嗅素の濃度が減ずるに従って一見（十）の

如くでありながら基線の動揺と紛らわしい（±）の出

現が多くなっている．対照としての無臭びんには明ら

かな陽性とみられる変動はなく（±）に相当する動揺

が1／8～2／8の頻度で認められた．

　この反応が使用した6種の丁丁のいずれにも出現し

たこと，嗅素の稀釈が進むにつれて出現の度合いが低

下することは本反応が嗅覚の存在と関連を有している

ことを暗示している．

　身体各部の温度を連続して測定しつつ諸種の外的刺

戟を与え，ここにひき起される温度変化を観察せんと

した報告は内外に数多く見受けられる，温度を測定す

る場所としては皮膚，皮下組織，粘膜，粘膜下組織な

どが選ばれている．就中，鼻甲介粘膜は粘膜下の豊富

な海綿状血管組織のために温度の変化が著しく，外的

刺戟に対する反応も比較的鋭敏なところがらしばしば

多くの検索に撰択されてきている．K：rukowerが人の

鼻内温度を測定して以来，諸家も入や家兎の鼻腔温，

鼻甲介温を測定しつつ身体局所に温度刺戟を与え，圧

刺戟を与え，環境を変化させ，手術的侵襲を加えて測

定部位の温度変化を各方面から観察検討している．

　嗅刺戟の投与法としては嗅素を鼻孔から与える方法

（経鼻孔的）と嗅素を静脈内に注入し，その嗅素が肺

胞から排出され呼気とともに嗅上皮を刺戟する方法

（経静脈的）とがある．前者は更に次の3つに分ける

ことができよう．1つは普通のもののにおいを嗅ぐと

きのように蒸散した嗅素ガスを直接鼻腔内に吸いとる

方法であり，1つはいわゆるBlast　lnjectionという

べきもので，：第3にはいわゆるStream　Injectionで

ある1）．Kristensen　38）らはBlast　hjectionを主とし

て嗅覚閾値の測定に，Stream　Injectionを嗅覚疲労

の測定に使用している．

　著者がここで採用したのは第1の方法，すなわちび

んの中に納められた嗅素の飽和蒸気の蒸散を呼吸とと

もに吸入する方法である．動物の鼻腔内にエレメント

を挿入し前鼻甲介温を測定しつつ嗅刺戟を与えるに

は本郷，豊田の行なったようにマスクを動物の鼻のま

わりに密着させる装置は作成が困難であった．また

嗅素を鼻腔深部に到達させる方法ではいわゆるBlast

lnjectionやStτeam　I両ectionは不：適当であった，

これらを試みてみると他動的に平素ガスを鼻腔内へ送

り込むと気流が新しい別の刺戟となり鼻甲介の吸気に

よる冷却度が異なり，また侵入する気流に輪さの反射

を起すために定型的な曲線が得られないからである．

　外的刺戟による鼻甲介温の変化は家兎においては環

境温度の変化に敏感であり，体表の比較的小さい範囲

の温度刺戟にはさほど大きく反応していない．北原の

実験では環境気温を30分間に約20。C上昇させると鼻

甲介温は約6。G上昇するといっている．しかし耳介，

背部に低温度刺戟を与えるとそれぞれの場合鼻甲介温

の下降が認められ，その下降型は1。C前後である．

砂田は家兎の鼻背，頸部，腹壁を冷却して鼻甲介温の

変動を観察しているがその変化の程度はほぼ2。C～3。

C内外である．著者の実験においては温度変化は最高

1．5。C，通常0．2。C～0．5。C，平均0．37。Cの範囲内

である．この温度変化は北原，砂田の結果に比しては

小さい値であるが，北原の行なった体表の小さい温度

刺戟に際して生ずる温度変化の1。C前後とは比較的

近い値をとっている．環境温度の変化はいわば全体表

が刺戟受容器であり，鼻背，頸蔀，腹部の冷却も刺戟

を受ける面積からいって比較的大きいものと・考えられ

る．嗅刺戟はこれに比して刺戟としては比較的弱いも

のなのであろうか．その反応の強さ（温度上昇の大き

さ），反応時間の長さはさきの変化に比していずれも

小さい値をとっている．

　機序はこれだけでは充分に説明されないが嗅刺戟を

与えるということと，干る時間的関連のもとに甲介温

が特定の変動をきたすという事実から嗅感の発来とこ

の特定の鼻甲介温変動との間に関連があるではないか

と想像されるのである．

　本実験での嗅刺戟の与え方では刺戟の開始と記録紙

への時刻の記入との間には時間的差が生じないように

極力つとめはしたが，刺戟の開始についての正確な時

間を論ずることが以る程度困難である．また家兎の呼

気と吸気のいずれかに最初の刺戟を与えたかも正確に

指摘できない．従ってこの反応の発来の潜伏時間につ

いては厳密な意味で論ずることはできない．

　刺戟に際して一時急速に且つ極めて短時間に温度の

下降をみることがあるが，これは果して真の反応曲線

の一部か，または偶然の発来か，刺戟による驚愕反応
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か現在のところ判然としていない．

　家兎の嗅刺戟を与えた場合に呼吸に変化が起ること

については本郷が初期呼吸頻回を詳細に論じている

が，この初期呼吸頻速の持続時間は嗅素の濃度により

異なり濃度の低いほど短かく，高いほど長く，3秒な

いし15秒であると．家兎に嗅刺戟を与えた場合にいわ

ゆる嗅ぎの現象がみられ，鼻翼が律動的に運動するの

が観察されるが，本郷の初期呼吸頻速もこの時期に相

当するものではないかと思われる．初期呼吸頻速の呼

吸動作或いは鼻翼の運動自体が鼻腔内に挿入してある

エレメントを動かしてその摩擦により温度変化が生じ

たものではないかと考え，鼻翼運動に相当するような

運動を鼻翼及びエレメントに加えたが，特に該当する

ような曲線変化は出現しなかった，

　本反応の発生機序として次の2つが考えられる．

　第1に甲介温の変動は嗅刺戟性呼吸反射により外気

による鼻甲介の冷却度が変化することに起因するも

の．

　第2に嗅覚の存在により嗅刺戟に応じて鼻甲介粘膜

の血流状態に反応的に変化が生じ，鼻甲介自体の温度

変化が起きるもの．

　この2つとも可能性としては当然考えられ，いずれ

が本反応の主体をなすかが問題である．この問題につ

いては更に吟味されねばならない．

4．結 論

　i）家兎に経鼻孔的に嗅刺戟を与えると前鼻甲介温

に変動を生ずる．

　ii）この変動は刺戟直後に起り，甲介温は上昇し次

いで下降し旧に復する，

　iii）本反応はいかなる嗅素でも発現する．

　iv）本反応の発現度は嗅素を稀釈するにつれて低下

する．

　v）本反応が出現しない下半濃度の限界は1，000倍

と10，000倍稀釈の間である．

皿．各種操作を加えた家兎の嗅刺戟に

　　　対する前鼻甲介温の：反応

1．奥州材料及び実験方法

　1）実験材料

　a）実験動物

　第1章，第副章で使用した家兎の中で嗅覚が鋭敏と

思われ，嗅刺戟に対する鼻甲介温度反応がはっきりし

ているものを選んで使用した．

　b）嗅素びん

坂

　第11章で使用した嗅素びんのうち原液のものを使用

した．

　c）表面麻酔薬

　4％キシロカイン液を使用した．

　d）実験装置

　第1章，第1工章で使用した温度計，固定器などをそ

のまま使用した．

　2）実験方法

　家兎の固定，嗅刺戟の与え方，甲介温の測定法，測

定に際しての諸条件は第五章におけると同様である．

　a）家兎全鼻腔粘膜表面麻酔法、

　本郷の記載したコカインによる方法を参考にした，

すなわち予じめ家兎の前鼻甲介温が嗅刺戟によく反応

することを記録確認してから，家兎を円筒固定器に入

れたまま転倒し全く仰向けとする．次いで約30。Cに

温めた4％キシロカイン液を両側前鼻孔から各2m1

ずつ注入し約10分聞放置する．この聞にキシロカイン

は鼻腔上部殊に二部を浸漬している，次いでこれを正

常に戻し頭部を軽く前傾させて残余の薬液を排出させ

る．このとき鼻腔上部のキシロカインは流下して呼吸

部も浸漬することとなり，大体全鼻腔粘膜の表面麻酔

を行なうことができる．

　b）家兎嗅脳除去術

　術式は本郷の記載したKrauseの方法に従った．

　家兎を空腹時混じめ20％ウレタン；4～5m1／kgを背

筋内注射し軽く麻酔しておく．約1時間放置して充分

麻酔されたときを見計って円筒固定器に入れる．頭頂

部から前頭部，鼻背に及ぶ正中線に骨膜に達する皮切

を加え，骨膜を剥離し，前頭部ほぼ中央に径約2cm

の円孔を削証すると硬脳膜が露出され，この下に二二

が容易に透見される．二丁及びこれの後部をなす嗅索

を含めてできるだけ大きく切除し，充分掻爬する．手

術後の家兎はそのままに放置して24時間～48時間後，

及び9日～10日後に実験に使用した．

2）実　験　成績

　1）第1実験　全鼻腔粘膜表面麻酔を行なった家兎

の嗅刺戟に対する前鼻甲介温の変動

　実験に使用した家兎は16号，17号，23号，24号，40

号，42号の6例である．

　成績は第8表に示す如くである．

　すなわち一般に全鼻腔粘膜を表面麻酔した後は嗅刺

戟に対する前鼻甲介温の変動はその出現が著しく抑制

される．家兎23号においてはすべて（一）であり家兎

16号，17号，42号ではアンモニア，ニトロベンゾール

に（±）がある外は（一）であり24号，40号にはアンモ
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ニア，氷酢酸にそれぞれ（十）が1回ずつ出現してい

るが他に著しく陽性となる反応は認められない．

　また対照実験として同一動物に30。Cに加温した生

理的食塩水を同様の操作で鼻腔内に注入して測定する

といずれも術前と同様すべての嗅素に（十）の反応を

’示した．

　2）第2実験　嗅脳を除去せる家兎の嗅刺戟に対す

る前鼻甲介温の変動

　実験に使用した家兎は6例（1号，3号，8号，10

号，11号，14号）である．

第8表　全鼻腔粘膜表面麻酔家兎

　　No．23

術前　術後　対照

　　No．亘7

術前　術後　対照

　　No．16

術前　術後　対照

十
十
十
十
十
十
【

一
一
ロ
一
一
輌
［

十
十
十
十
十
十
一

十
十
十
十
十
十
一

一
一
一
［
±
一
一

十
十
十
十
十
十
一

十
十
十
十
十
十
一

一
±
±
一
土
一
陶

十
十
十
十
十
十
剛

アミールアセテーート

ヘリオトロープ
ニトロベンゾール

グアヤコール
氷　酢　酸
アンモニア
対　　　 照

　　Nq　40　i　Nα42
術前　術後　対照　1術前　術後　対照

　　No．24

術前　術後　対照

十
十
十
十
十
十
一

願
一
±
一
一
±
一

十
十
十
十
十
十
轍

十
十
十
十
十
十
［

「
一
一
一
十
士
一

十
十
十
十
十
十
一

十
十
十
十
十
十
騨

一
一
一
隔
±
十
剛

十
十
十
十
十
十
一

ト
プ
ル
ル
酸
ア
照

㌃
㌘
ニ

セ
ロ
ン
コ

げ
ト
ベ
や
酢
モ

ノ
オ
ロ

ー
リ
ト
ア
　
ン

ぐ
ヘ

ア
ヘ
ニ
グ
氷
ア
対

第9表嗅脳除去家兎

No．　8

術前24蕾覧
No．3

術前72誓事d．　
“

　
麦
1
0

　
ノ
｛

1　
術
焦

α
　
4
8

N
　
前

　
術

一
一
嗣
士
十
土
隔

馴
鱒
一
±
十
十
一

十
十
十
十
十
十
一

［
葡
一
一
十
十
一

一
［
±
輌
十
一
一

十
十
十
十
十
十
一

漏
±
一
鯛
十
十
一

一
一
一
一
十
十
一

十
十
十
十
十
十
一

アミールアセテート

ヘリオトロープ
ニトロベンゾール

グアヤコール
氷　 酢　 酸

アンーモニア
対　　　 照

後鵬M
術
L

α
　
2
4

N
　
前

　
術

No．11

術前24聾㌦㌦m
盛

α
　
2
4

N
　
前

　
術

一
一
唄
一
十
一
一

ロ
一
剛
一
十
十
鳳

十
十
十
十
十
十
一

一
幽
一
一
十
十
一

一
一
土
一
十
±
閣

十
十
十
十
十
十
［

騨
一
篇
±
十
十
一

一
一
±
一
十
十
一

十
±
十
十
十
十
嗣

アミールアセテート

ヘリオトロープ
ニトロベンソール

グアヤコール
氷　酢　酸
アンモニア
対　　　照
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　術前及び術後の結果は第9表の如くである．

　すなわち術前は6例の家兎はすべて二二素，粘膜刺

戟二二素を問わず嗅刺戟により前鼻甲介の温度変化

が陽性に出現している．術後の反応は24時間～72時間

後の成績では純嗅素4種に関しては1号，14号は全く

反応を示さず3号，8号，10号，11号ではグアヤコー

ル，ニトロベンゾールに（士）を示したのみで（十）

は出現しなかった．一方粘膜刺戟性嗅素2種に関し

ては1号，8号，10号，14号は2種ともに（十）を示

し，3号，11号は1種1に（十）を示した．術後9日～

10日目の成績では純嗅素4種1では3号，11号，14号は

全く（十）を示さず，1号，8号，10号はそれぞれ1

種の嗅素に（±）を1つずつ示した．粘膜刺戟性嗅素

2種では1号，3号，10号，11号はすべて（十）を示

し，8号，14号はそれぞれ2種のうち1種に明らかに

陽性を示した．

3．小樽並びに考按

　嗅刺戟による前鼻甲介温の変動が果して嗅覚と関係

があるか否かの吟味には本反応が嗅神経を撰択的に刺

戟した場合に発現することが必要である．鼻腔内には

知覚神経として嗅神経の外に三叉神経も大切な役割り

を有しておる．従って外から刺戟を与える場合，嗅神

経のみを撰択的に刺戟することは技術上極めて困難で

ある．そこで著者は次の2つの方法を試みた．

　i）嗅神経，三叉神経をともに末梢的に遮断する方

法，

　ii）嗅神経を中枢にて遮断する方法とである．

　前者では全鼻腔粘膜をキシロカインで表面麻酔し，

後者では手術的に嗅脳を除去した．

　末梢的に嗅神経と三叉神経とをブロックした実験で

は嗅刺戟に対する本反応がおおむね出現せず，殊に23

号では全く発現をみない．他の家兎でも粘膜刺戟民話

素に（十），（±）が，純嗅素には（±）が時に出現し

ているが極めて頻度は少ない．これらの結果からして

全鼻腔粘膜表面麻酔が完全ならば本反応が出現するこ

とはないように考えられる，

　本実験で行なった鼻腔内表面麻酔法はまだ充分な方

法ではないように思われる．家兎を転倒し仰向けにし

鼻腔内に麻酔液を注入した場合常に鼻腔上部のすべて

の細かい陥凹や裂隙の中へ麻酔液が入り込むとは限ら

ず，ために完全な表面麻酔の効果がえられないことも

ありうる．しかも麻酔液の及ばなかったであろう場所

にも嗅素ガスは到達し得て刺戟を与えることも考えら

れる．本実験で少数の粘膜刺戟性心素に対する反応は

この鼻腔内麻酔法の不完全さによるものであろうと考

坂

えられる．更によい表面麻酔法が考案されれば恐らく

全例に完全に近く本反応の発現が抑制されるであろう

と考える．本実験でキシロカインの薬理作用によるほ

かに液体の機械的刺戟に影響されることはないかを調

べるためにコントロールとして同じ条件のもとで生理

的食塩水を使用してみたが全く影響はなかった．この

ことから液体を注入することによる機械的影響は除外

されたとみてよい．

　次いで嗅脳を手術的に除去した家兎についての観察

では粘膜刺戟性嗅素に対しては術後24時間から72時間

目の測定では6例中4例がすべて陽性に反応し，残る

2例が2種のうち1種に反応を示している，術後9日

から10日目でもほぼこれに類する反応の様式をみせて

いる．一方純嗅素では術後24時間から72時間の間で6

例中2例は完全に反応を示さず，4例ではニトロベン

ゾールとグアヤコールに（±）の出現をみせているに

過ぎず（＋）は1例も出現していない．術後9日から

10日目の成績もほぼ相似た傾向にある．

　純嗅素は嗅神経のみを刺戟し，粘膜刺戟性嗅素は嗅

神経と同時に三叉神経をも刺戟する．嗅脳を除去し嗅

神経をほぼ完全に切断した家兎においては純潔素の甲

介温反応は大体完全に発現を抑制されており，この傾

向は手術1～2日後の日の浅い場合でも，9～10日後

の術野の治癒機転も幾分進んだ場合でも等しく起って

いる．このことは手術操作によって嗅神経が大体完全

に切断され回復の傾向のないことを示している．

　以上の結果から嗅神経を中枢性に切断した家兎にお

いては純嗅素による嗅刺戟では前鼻甲介温の変動は出

現しないといいうるのではなかろうか．

　従って本実験の成績と第1章，壷皿章の成績とから

本反応は嗅覚と密接な関係を有するであろうことが推

定される．また本反応が嗅脳除去の家兎に対し粘膜刺

戟性悪素を与えた場合には陽性に出現し，且つその反

応のタイプが正常家兎における純馬素による反応のタ

イプと質的に明らかな差を認められないことから本反

応は嗅神経に対する刺戟に特異的なものではなく，三

叉神経に対する刺戟にも認められることがわかった．

4．結 論

　i）家兎の嗅刺戟に対する前鼻甲介温の変動は全鼻

腔粘膜を表面麻酔した場合には純嗅素，粘膜刺戟血豆

素のいずれにも出現しない．

　ii）本反応は嗅脳を除去した家兎においては純嗅素

刺戟に対しては出現しない．
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IV．自律神経系に侵襲を加えられた家兎の

　嗅刺戟に対する前鼻甲介温の及応

1．実験材料及び実験方法

　1）実験材料

　a）実験動物

－第1章，第五章で使用した家兎のうち嗅覚が鋭敏と

思われ．，嗅刺戟に対して鼻甲介温の変動が明らかなも

のを畢んで使用した．一

　b）高高びん

　：第∬章で用いた嗅素びんのうちアミールアセテート

の原液～10，000倍稀釈液：までを用いた．

　c）自律神経系薬剤

　0，1％塩化アドレナリン注射液

　0．05％硫酸アトロピン注射液

　1％塩酸ピロカルピン注射液

　d）実験装置

　第1章，油皿章で使用した温度計，固定器などその

まま使用した．

　2）実験方法

　家兎の固定，嗅刺戟の与え方，申介温の測定方法，

測定に際しての諸条件，油壷びんの種類などは第∬章

におけると同様である．

　a）自律神経系薬剤注射法

　家兎を固定しほぼ安静状態になってから0．1％塩化

アドレナリン0．5ml，0．05％硫酸アトロピン1．Om1，

または1％塩酸ピロカルピン0．5mlを背部皮下に注

射した．注射後直ちに前鼻甲介温を測定し嗅刺戟によ

る変化の出現を観察した．上記3種の注射薬剤は同一

家兎には1日1種に限って使用した．

　b）頸部交感神経幹切断術

　術式は本郷記載のK：rauseの方法に従い，金沢大学

一医学部生理学教室の方法39）を参考にした．

　予じめ家兎に20％ウレタン液15m1を背筋内注射

し1時十六マラセー氏頭部固定器により固定台上に背

位に固定し前頸部を伸展させる．喉頭から胸骨に至る

皮切を加え，浅頸筋膜を開く．次いで胸骨舌骨筋と胸

骨頭筋の間を可及的三十に開くに迷走神経の内側で総

頸動脈の背側に近接して細く交感神経を認める．交感

神経を頭側へ追求すると米粒大ないし半米粒大の交感

神経上頸節を認める．　これをできるだけ完全に易干

し，更に罵側に辿りできるだけ長く切断する．切断術

後直ちに術側に縮瞳が現われ耳介は他側に比して触れ

て温かく感ずる．交感神経切断は1側ずつ日を置いて

行なった．上頸節を易拙せず交感神経のみを切断した

例もあった．1側切断後2日～17日目に，並びに対側

も切断して直後～2日後に実験に用いた．

2．実　験　成　績

　1）第1実験　アドレナリン

　家兎13号，16号，17号，23号，28号，29号の6例を

用い，アドレナリンの注射後嗅刺戟に対する前鼻甲介

温変動を観察した．

　成績は第10表の如くである．各稀釈濃度の嗅素に対

する前鼻甲介温の反応は術前と術後を比較すると反応

曲線の形状には特に変りはみられず，また嗅素の稀釈

に対する反応の度合いも注射の前後を通じて差がある

ようには思えない．注射後13号の反応の出現は低濃度

に低下を示したが他の5例には認むべき変化はなかっ

た．

　2）第2実験　アトロピン

　第1実験と同様の6例の家兎を使用した．アトロピ

ン注射後の成績は第11表の通りである．本実験に関す

る限り6例の前鼻甲介温の反応は鈍麻の傾向にある．

反応曲線の形状には特に変化はない．6例めうち反応

の明らかに認められる嗅素濃度の限界は注射前に比し

て1～2段階以上高濃度側へ移行したものが5例あ

第10表　アドレナリン

アミールアセテート

原　　液

　1：2

　1＝10

　1：102

　1：io3

　1：104

対　　照

No．13

術前　術後

＋
＋
十
十
士
＋

十
十
±
±
＋

］No，16 No．17

側術劇術訓術後

＋
十
十
十
±
±

十
十
十
十
±

十
十
十
±

十
十
十
±
±

No．23

術前i鰍

＋
＋
＋
＋
＋

十
十
十
十
＋

No．28

術訓術後

十
十
十
士
士

十
十
十
±

No．29

術司術後

十
十
十
十
±

十
十
十
十
±
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第11表アトロピン

No．23 No．28 No．29No，17No．16No．13

術前i術後i術前1術後術前 術後術前1術後1術前1術後術前1術後

十
十
±
±

十
十
十
十
±
一

十
十
±
±
　
印

十
十
十
±
±
一

十
十
±
±
士

十
十
十
十
十
一

十
十
±
十
±
一

十
十
十
土
　

一
一

十
十
±
十
繭
庸

十
十
十
十
±
±

十
十
±
闘
±
±

十
十
十
十
±
十
一

アミールアセテート

原　　液

　132
　1＝10

　1：102

　1：103

　1：104

対　　照

第12表ピロカルピン

No．29No，28No．23No．16 No．17No．13

術前1術後1術前1術後1術前1術後術前【術後1術前i術後i術前1術後

十
十
±
±
廟
陶

十
十
十
十
士
一

十
十
十
【

一

十
十
十
±
±
［
一

十
十
±
　
±
一

十
十
十
十
十
一
幽

十
十
±
　
±
一

十
十
十
±

十
±
十
士
±
±
鞘

十
十
十
十
±
土
一

十
十
十
一

一

十
十
十
十
±
十
一

アミールアセテート

原　液
　1：2

　1：10

　1：102

　1＝103

　1：104

対　　照

第13表　頸部交感神経幹切断

　
麦
士

別
f

　
術
士

M　
前

　
術

　
後
干

17
α
材
左

N　
前

　
術

　
後
右

16

f
α
争
左

N　
前

　
術

　
バ
コ

　
後
ブ
、

13　
術
計

M　
前

　
二

十
±
陶
一
【
一
一

十
十
±
｝
一
囎
剛

十
十
十
十
±
｝
嘲

土
一
剛
一
一
一
一

十
±
一
【
一
一
一

十
十
十
±
隔
、
一
　
一

±
一
一
一
網
尉
陶

十
士
一
［
闘
喘
一

十
十
十
十
±
±
幽

±
一
一
一
馴
一
一

十
一
一
剛
闘
【
陶

十
十
十
十
士
十
「

アミールアセテート

原　　液

　1：2

　1：10

　1：102

　1＝103

　1：104

対　　照

はじめ左頸部交感神経幹を切断して嗅刺戟に対する甲

介温反応を測定し，日を置いて右側を切断し，再び観

察を行なった．左切除をはじめに行なったのは左鼻甲

介温について測定を行っておるからである，i側の交

感神経幹を切断するときは全身的に大きな変化を認め

なかったが，他側の神経幹も切断すると全身に脱力様

症状がみられ，次第に体温は低下し2日～3日後には

死亡してしまった．また1側の上二十易拙のみとし他

側は単に神経を切断するに止めた24号は比較的永く生

存していた．

　成漬は第13表の如くである．嗅素の稀釈による陽性

反応の出現は術前に比し明らかに低下しており，この

り，残る1例も幾分同様な移行の傾向にある．

　3）第3実験　ピロカルピン

　ピロカルピン注射後1分～2分，家兎は透明粘液性

の鼻汁を出し，また流誕が著しかった．

　成績は第12表の通りてある．

　注射後の反応曲線の形状は注射前のそれと特に著し

い差は認められなかった。使用した6例のうち明らか

に反応発現の濃度限界が注射前に比して1～2段階以

上高濃度側に移行したものは5例あり他の1例には特

に差はなかった．

　4）第4実験頸部交感神経幹切断

　4例の家兎（13号，16号，17号，24号）を使用し，
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傾向は1側交感神経幹切断の場合．と両側の場合と共通

してほぼ同様である．術後は両者とも原液でのみ（＋）

を示し，稀釈した場合には出現しない．また1側のみ

の場合と両側切断とを比べると両者の間には反応出現

について特に差があるとは考えられない．

3．小括並びに考按

以上を表示すると次の通りである．

　　　　　　　　　　　　　反応出現度

アドレナリン注射

頸部交感神経幹切断

ピロカルピン注射

アトロピン注射

不変

高度抑制

軽度抑制

軽度抑制

　自律神経系に対する侵襲は薬剤の投与，手術的操作

など甚だ多く，またこれらの組合わせも多種にのぼっ

ている．ここではその中から薬剤的侵襲としてアドレ

ナリン，アトロピン，ピ障子ルビンを用い，手術的侵

襲としては頸部交感神経幹切断術を行なった．後者の

侵襲はアドレナリンと逆の効果を求めるためといま1

つの目標として上輿節を通る鼻甲介粘膜の血管運動神

経の反射経路を遮断することの効果を求めるためであ

る．

　アドレナリンを皮下注射すると交感神経系の興奮が

たかまり，一般には呼吸中枢には直接作用しないが，

細小動脈の収縮，心搏出量の増加，搏動数の増大のほ

か血圧上昇，散瞳などの全身症状が起る．

　本実験ではアドレナリン注射後の嗅刺戟に対する鼻

甲介温の反応は注射前のそれと殆んど変りをみせてい

ない．アドレナリンの影響で鼻甲介粘膜血管は収縮の

傾向にあるであろうし血管の拡張作用を抑制するであ

ろう．ために注射前の反応よりもむしろ低下すべきで

あろうと考えたが本実験の結果では注射前と大差のな

かったことは少しく説明に苦しむところである．

　アトロピンは副交感神経麻痺作用を有し，コリン作

動性線維の効果を遮断する．循環器作用としては迷走

神経麻痺のため人及び犬では心搏数の増加，血圧上昇

をみるが，家兎や蛙のように迷走神経の緊張を有しな

い動物では変化を現わさない40）．本実験における成績

では嗅刺戟に対する鼻甲介温度の変動が軽度に抑制さ

れている．

　ピロカルピンは副交感神経の末梢をはじめは刺戟

し，大量においては後に麻痺：する．滑平筋は緊張の増

加をきたし，胃及び腸は運動及び緊張が増加し血管は

拡張する．本実験における鼻甲介温の反応は軽度に抑

制されている．

　以上3種の薬剤の効果をまとめると，交感神経を刺

戟した際には反応出現度に著変なく，副交感神経刺戟

及び麻痺の場合には反応出現度が軽度に抑制された．

　本郷は家兎の嗅刺戟による初期呼吸認諾は自律神経

に侵襲が加えられても殆んど影響されることがないと

結論した．

　豊田は嗅刺戟性瞳孔反射においてボスミン皮下注射

によって注射後10分で反応はやや著明になると報告し

た．

　著者の実験ではピロカルピンにより甲介粘膜血管が

拡張し，嗅刺戟に際して更に拡張をきたさなくなった

ものではなかろうかと考えられる．またアトロピンに

おいては甲介粘膜血管の拡張に拮抗する薬理作用のた

めに同様反応が或る程度抑制されたものではなかろう

かと考えた．アドレナリンの場合にもアトロピンの場

合とほぼ同様の効果を予想したにも拘わらず著しい差

を認めなかった．

　頸部交感神経幹切断の家兎では1側の場合も両側の

場合もともに鼻甲介温反応は著しく抑制された．鼻甲

介粘膜血管を支配する血管運動神経は北原41）が指摘す

るように頸部交感神経を経過することがすでにStein曹

nach　u．　Kahnにより報告され，以来井出42），小沢，

砂田もこれを認めている．頸部交感神経を切断するこ

とによって少なくとも中枢から鼻甲介粘膜血管への遠

心性経路は遮断されるわけで，嗅刺戟による鼻甲介温

の変動が甲介の血行動態の変化に由来するものであれ

ば，この遠心路遮断のために甲介温の変動も抑制され

る筈である．それでは術後全く反応が消失することの

ないのは何故であろうか．これには次のことが可能性

として考えられる．1つは本反応が甲介血流の変化に

主な影響をうけているとはいえ，なお嗅刺戟性呼吸反

射の影響も幾らか関与しているのではないだろうか．

いま1つは鼻甲介の血管運動神経が両側からの支配を

うけることはないだろうかということである．両側手

術せる家兎4例のうち3例は術後殆んど反応を示さな

かったのに家兎17号はなお原液面素に反応を示てい

た．これは17号が右側手術を単に神経切断にとどめ上

頸節易拙を行なわなかったことによる遮断不充分が関

係しているのではないかと考えた．

　以上の諸成績から本反応は嗅刺戟により前鼻甲介血

管に拡張が一過性に起ることによるのではないかと推

定された．もしこの推定が成り立つとすれば，その反

応の求心路は恐らく嗅刺戟が1つは嗅神経を経て大脳

皮質の嗅覚中枢へ，また1つは三叉神経，視床を経て

大脳皮質の知覚中枢に達するであろうし，遠心路は頸

部交感神経幹，上頸神経節を通り鼻甲介粘膜血管に達

するものと予想される．
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　嗅覚の他覚的観察法は従来いくつか報告されてきて

いるが本反応もその1つとして利用されうるのではな

いかと考える．なお本反応には特殊な装置を必要とす

るが，その反応の鋭敏度は呼吸反応，瞳孔反応に比べ

大きく劣ることはない．

　　　　　　4．結　　　　　論

i）家兎の自律神経系に侵襲を加えた際の嗅刺戟に

よる鼻甲介温反応は術前に比して差を有する．
　　　　　　ゴ
　ii）アドレナリン皮下注射では術前に比して反応の

出現度に大きな差はない．

　iii）ピロカルピン並びにアトロピンの皮下注射では

いずれの場合でも術前に比して反応の出現度は少しく

抑制される．

　iv）頸部交感神経幹を切断した場合は術前に比して

反応の出現度は著しく抑制される．

第2編　嗅刺戟による人の下鼻甲介温の変動に関する研究

第7図
1．正常人の下鼻甲介温

1．実験材料及び実験方法

　1）実験材料

　a）被検者
　鼻粘膜に異常なくまた嗅覚に特に異常を訴えること

のない18歳～40歳の男女を用いた．

　b）実験装置

　　i）温度計
　第1編にて用いたと向様の記録式電気検温器を使用

した．感温部素子（エレメント）は棒状の直径2mm，

長さ15cmの（B）を用いた．

　　ii）エレメント固定器

　鼻腔内に挿入したエレメントの感温部を下鼻甲介前

端に接触固定するために著者の考案した固定器を使用

した（第7図）．これを使用することによって滑らかな

下愚甲介の表面にエレメントの尖端を比較的容易に接

触固定することができる，

　2）実験方法

　被検者に露坐位にて背部と頭部を適当に支持し安楽

な姿勢を保たせ額帯固定器を装着せしめる，次いでエ

レメントを固定器を通して鼻腔内に挿入し直視下に下

鼻甲介の前端少しく下訳道寄りにその感温部尖端を接

触せしめ，これを確認したのち第8図の如く固定す

る．固定に当って鼻甲介には表面麻酔などの薬液塗布

は行なっていない，固定後は被検：者に安静鼻呼吸をと

らせた．

　その他の条件としては

　i）稼検者は食後1～2時間経過してから実験の対

象とし実験前の激しい運動は差控えさせた．

　ii）被検者が実験室に入ってからは少なくとも20分

間安静にし，実験室の雰囲気になれて心身ともに落ち

着くように計った，

　iii）実験室の環境，条件は第1編におけると同様で

第8図

ある．

　iv）実験室内の気温は季節により10。C～32。Cとな

ったが実験中は0．5。C以内の変動に保ち，外気温度

の変化により下鼻甲介温が影響されぬようにつとめ

た．

　v）温度曲線からの温度の測定は第1編曲1章にお

けると同様，測定を開始して最初に約1分間温度の安

定したときの呼気時の温度をもつて測定値とした．

2，実　験　成　績

1）下鼻甲介温の性状
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　下鼻甲介粘膜温は室温の空気を安静鼻呼吸すること

により2種の動揺を示しておる．1つは呼吸に一致し

た動揺で吸気時に低く呼気時に高い．その変動の幅は

被検者25例について調べると0．06。C～0．3。Cであり

平均は0．1。Cであった．いま1つは更に大きい波形で

ありその動揺の幅は0．3。C～1。Cほどであり周期は被

検者及び測定時により差があり，また同一被検者につ

いても一定していないがおよそ1分間に2～3回生じ

ている．この2種の波により鼻甲介温曲線が構成され

ている．

　2）気温と下鼻甲介温との関係

　正常入30例につき下鼻甲介温を測定した．成績は第

9図に示す通りである．

　ロ

　32L

気30

温28
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　24

　22
‘20
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　10

第9図　気温と鼻甲介温
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ければ低いとしてこれに反論し，また小田島は，辛

島，砂田の説は彼の実験では証明できなかったと報告

している．大原は同一人の室温の高低と鼻甲介温の間

では室温が高いほど，鼻甲介温の高いことが多かった

と述べている．

　著者の実験ではきれいな関係でないとはいえ，環境

温の高いほど鼻甲介温も高い値を示すという結果を得

た，この結果からは直ちに断定できないが北原の主張

する鼻甲介は体熱放散器官として働くとの説が本実験

成績を説明するに都合がよいように思われる．即ち環

境温が上昇すると鼻甲介血流が増大し，鼻甲介温を上

昇させて放熱を盛んにするのである．

4．結 論

　i）正常入の下鼻甲介温はほぼ一定の値をとりつつ

も絶えずこまかい変動を有している．この変動は呼吸

その他の因子により影響される．

ii）下鼻甲介温は気温が高いと高く，低いときは低

い値を示す傾向にある．

　気温は10。C’から32。Cの範囲にあり，これと下鼻

甲介温の関係は気温が高いと下鼻甲介温も一般に高温

を示し，気温が低い場合には低い傾向がみられるが，

きれいな平行関係を示すわけではない．下鼻甲介温の

示す範囲は30．9。Cから35．8。Cまでである．

　　　　　　　3．小括並びに考按

　人の上気道粘膜温は従来しばしば測定観察されてき

ているが河合の集めた統計によれば，従来記載された

鼻粘膜温はKfukowefは33．5。C～35．0。C，　Coneは

32．0。C～35．0。C，辛島は34．13。C～35．98。C，竹沢は

31．80。C～33．70。C，砂田は33．39。C～34．05。Cであ

る，著者の実験では30．9。C～35．8。Cであり，この点

では諸家の記録と大体似ていると考えられる．

　環境温度の高低が下鼻甲介温に及ぼす影響について

は，さきに辛島は環境温度の高いときは鼻甲介温は低

く，環境温度が低いとかえって鼻甲介温は高いと報告

し，砂田もほぼ同様の見解を発表している．一方河合

の実験では甲介温はおおむね室温が高ければ高く，低

11．正常人における嗅刺戟に対する

　　　　下鼻甲介温の及応

1．実験材料及び実験方法

　1）実験材料

　a）被検者
　本編第1章におけると同じ正常人を使用した．

　b）実験装置

　　i）嗅素びん

　第1土留丑章で用いたと同様の嗅素びんのうち純嗅

素としてアミールアセテート，ヘリオトロープ，グア

ヤコールの原液嗅素びん，及び同様の方法で調整した

スカトール100倍稀釈逆賭びん並びに粘膜刺戟性心素

としてエーテルの原液嗅素びんを用いた．

　ii）その他

　温度計，手レメント固定器などは本編第1章におけ

ると同様である．

　2）実験方法

　第1章におけると全く同様の操作でエレメントを右

或いは左下鼻甲介前端に接触固定せしめた．固定操作

が終了してから被検者をそのまま安静鼻呼吸を営ませ

つつ約20分後，精神的にも身体的にも安静となった頃

を見計らつて実験を開始した．

　嗅刺戟の与え方は下鼻甲介の温度曲線がほぼ安定し

た頃，適当な時期に嗅素びんの栓を外し直ちに鼻孔下

にその口を置いた．この時点を記録紙上に記載して曲
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線変動の原点とした．刺戟時間は10秒間とし，時に20

秒聞行なった．所要の刺戟時間が終了したならば速や

かにびんをとり去った．

　実験中の実験室の環境，条件は第1編及び本編第1

章におけると同様である．

2．実　験　成　績

嗅刺戟を与えた際の下鼻甲介温は第10図に示すよう

に変動する．即ち温度曲線は嗅刺戟を与えると直ちに

。

第10図

　幻

上昇し，一定時間後最高に達してのち下降し刺戟前の

温度にもどる．この温度変動は第1編の家兎における

ほど著明に出現することはないが，その変動の形式は

家兎における場合と相似ている．そしてこの変動の形

状はその前後の基線の動揺と区別することができる，

　この温度反応は使用した5種の指顧においていずれ

も認められた．

　第10図の実験では各嗅素とも刺戟時間は20秒間であ

る．エーテルによる刺戟直後から甲介温は上昇し30秒

後最高に達しその上昇度は0．4。Cである．次いで下

降に移り30秒でほぼ旧に復しておる．これと同傾向の

温度曲線がヘリオトロープ，スカトールにおいても認

められた．

　この温度反応億同素の種類，濃度により，また個入

第14表

（正常入25名）i＋叶1■計

　により発現の程度を少しく異にする．

　　嗅刺戟を与えることにより生じた下鼻甲介温度曲

　線の変化の判定は第1編第皿章で行なったと同様に

　（十），（±），（一）の3種とし，判定基準もそれに従

　つた．

　　正常人25名について上記5種の二二について下読甲

　二二の反応出現度及び反応様式を調べた．成績は第14

　表の如くである．なおこの結果は25名に5種の嗅刺戟

　をすべて与えたわけではない．従って人により嗅素1

　　　　　種の場合もあり4種与えた場合もある．

　　　　　　エーテルは8例中全例に陽性反応の出現を
。

　　　　　み，スカトールは6例中4例に（十），2例は

　　　　　（一）であった．ヘリオトロープは最も反応が

　　　　　出にくく（十）と（一）はほぼ相半ばした，

　　　　　アミールアセテート，グアヤコールは（十）

　　　　　の出現は2／3前後を占めていた．（＋）の出現

　　　　　総：例数は全58例中38例であり66．5％を占めて

　　　　　いる．また全25西中何らかの嗅素に陽性反応

　　　　　を示したものは19名，いかなる素謡にも反応

　　　　　を示さなかったものは5名，（±）のみが1名

　　　　　あった．この意味での（十）の発現率は76％

　　　　　になっている．
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3．小戸並びに考按

　さきに第1編第皿章以下において家兎に経鼻孔的に

嗅刺戟を与えると前鼻甲介温度に特殊の反応が起りこ

の反応は嗅覚に関連があるであろうことを述べてき

た．このような嗅刺戟による下鼻甲介温の反応が正常

人においても出現するのであろうか．本実験において

は第1編で扱われた反応が鮮鋭さは家兎における場合

に劣るとはいえ正常人にも起り得，しかもその発現率

は70％前後であることを認めた．

　従来からの人の鼻甲介温に関する研究では，外的刺

戟として温度刺戟，圧刺戟などが用いられていたが，

これらによる鼻甲介温度変化はその幅が2～3。Cのも

のが多いが，著者の実験における変化はせいぜい1。C

以内である．

　鼻腔粘膜は外来の刺戟に対して絶えず反応し血流量

は増大，減少を繰り返しているものと考えられる．粘

膜温はこの血流量の変動に主として影響されておる．

その様式には2。C～3。C以内の比較的粗大な変動（例

えば体表への温度刺戟，圧刺戟）と1。C以内の比較

的微細な変動（例えば嗅刺戟）があるのではないだろ

うか．これらの波の中に鼻腔温，鼻粘膜温が維持され

てゆくものと想像される．

　嗅刺戟により反射的に呼吸様式に変動が生ずる．本
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反応にこの呼吸様式の変化が大きな影響を及ぼしてい

ないかについて吟味を行なった．自由な安静鼻呼吸の

もとで嗅刺戟による下鼻甲介温の反応が陽性に出現し

た例に再び呼吸を1秒聞1回に始終調節せしめて嗅刺

戟を与え下鼻甲介温の反応をみたが，その両者の反応

の間に特に相違を見出し得なかった．従って嗅刺戟性

呼吸反射による影響は少ないものであろうと考える．

なおこのことについ七次章で更に検討した．

4．結 論

　i）正常入に嗅刺戟を経鼻孔的に与えると下鼻甲介

温に一過性の変動をきたす．

　ii）この変動様式は家兎におけるとほぼ相似ており

刺戟直後甲介温は上昇し，次いで下降し旧に復する．

　iii）本反応は嗅素の種類を問わず発現するが，発現

度：は嗅素の種類，個体により多少相違する．

　iv）本反応は正常人では70％前後の発現度をもつて

おる．

皿：．正常人の呼吸様式と下鼻甲介温の関係

1．実験材料及び実験方法

　1）実験材料

　a）被検者
　本編第1章，第11章と同じく正常入を用いた．

　b）実験装置

　温度計，エレメント固定器など本編第1章で用いた

ものと全く同様である．

　2）実験方法

　本編第1章で述べたと同様の操作で温度計エレメン

ト尖端を下鼻甲介前端に接触固定させる．被検者は椅

坐位のまま約20分間安静をとらせてから実験を開始し

た．安静鼻呼吸による下鼻甲介の温度曲線がほぼ落ち

着いてから呼吸を検者の合図により意識的に変化させ

た．呼吸の変化は次の4種である．

　i）目鼻呼吸

　ii）頻速鼻呼吸

　iii）呼吸停止

　iv）においを嗅ぐ呼吸動作

　安静鼻呼吸は1分間に18回～19回の割合で鼻呼吸を

行なわせた．

　深鼻呼吸は3秒目4秒間に1回の割合で鼻による深

呼吸を10秒間行なわせた．

　頻速撃呼吸は1秒閥に2回目3回の割合で鼻呼吸を

10秒間行なわせた．

　呼吸停止は口を閉じたまま鼻呼吸を10秒間停止させ

た．

　においを嗅ぐ呼吸動作は3回～4回続けて急速に吸

気を行なわせ，次いでゆっくりと呼出するようないわ

ゆるにおいを嗅ぐ動作を10秒間行なわせた．

　以上の呼吸操作の開始と終了は検者の合図により行

ない，開始は記録紙上に記録し温度変化の原点とし

た．
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第13図
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2．実　験　成　績

　第11図，第12図，第13図の特殊呼吸と特殊呼吸の

間，或いは測定開始から特殊呼吸開始までが安静鼻呼

吸時における下鼻甲介温度曲線である，曲線の性状及

び特徴は本編第1章で述べた通りである．

　1）深鼻呼吸

　第1図，第13図の如く深呼吸を開始すると直ちに鼻

甲介温は比較的鋭いカーブを描いて下降する．下降に

際して0．5。C～0．8。Cほどの幅の広い呼吸に一致し

た動揺がみられる．深呼吸を止めるや鼻甲介温は急速

に上昇し旧の温度に復する．深呼吸による鼻甲介温の

下降度は0．5。C～1．0。Cである．

　2）頻速鼻呼吸

　第11図，第12図の如く安静鼻呼吸から頻速鼻呼吸へ

移行すると直ちに鼻甲介温は下降を開始する．下降に

際しては比較的急峻な曲線を描く．下降度は0．5◎C～

0．7。Cの範囲であり，頻速呼吸を中止すると比較的ゆ

るやかに鼻甲介温は上昇し旧の温度に復する．

　3）呼吸停止

　安静鼻呼吸を営ませておき突然呼吸を停止させると

第11図，第12図，第13図の如く鼻甲介温は比較的急峻

に上昇する．この温度上昇は呼吸停止時間中続き，再

び安静鼻呼吸に移るや上昇時より幾分ゆるやかに下降

し停止前の温度レベルに回復する．上昇度はほぼ1．0。

C前後である．

　4）においを嗅ぐ呼吸動作

　安静鼻呼吸時に稀釈された嗅素を嗅ぐときのように

鼻をクンクンさせる呼吸を行なわせると第12図の如く

下鼻甲介温は下降を示す．安静鼻呼吸にもどると速や

かに温度は上昇し旧に復する．この温度降下の様式は

一層ゆるやかなこともある．

3．小括並びに考按

　　　　　　　鼻甲介温を変動させる因子は数多い．

　　　　　　嗅刺戟による鼻甲介温反応は外部の諸因

　　　　　　子を可及的除外した結果，次の2つの因

　　　　　　子の影響が考えられる．即ち1つは嗅刺

　　　　　　戟による鼻甲介粘膜血流量の反射的増加

　　　　　　であり，いま1つは嗅刺戟外呼吸反射に

　　　　　　よる吸気による鼻甲介冷却度の減退であ

　　　　　　る．この両者はともに鼻甲介温に影響を

　　　　　　及ぼしていることは否定できないが，本

　　　　　　反応の主体はいずれにあるかということ

　　　　　　が問題となる．

　　　　　　　本章では意識的に特殊呼吸を営ませ

て，この際に生ずる鼻甲介温の変動を観察し，呼吸様

式の変化がどの程度：鼻甲介温に影響するかについて検

討を行なわんとした．　　、

　鼻腔に突然嗅素ガスが進入すると呼吸様式などのよ

うに変化するであろうか．：Kratschmerは家兎に嗅素

ガスを吸入させ呼吸停止の起ることを記載し，Beyef

はこの呼吸変化には呼吸頻速，呼吸緩徐があることを

報告し本郷はこれを確認している．即ち嗅刺戟を与え

るとまず呼吸頻速が起り，続けて嗅刺戟を与えると呼

吸緩徐をきたし嗅刺戟を去ると一時呼吸頻速となって

から正常呼吸に復すると．このように嗅刺戟とこれに

よって起る呼吸変化，特に呼吸頻速，緩徐，停止は不

可離の関係にある．本実験では被検者に前述の如き4

種に呼吸を変化せしめ，嗅刺戟性呼吸反射の影響と比

較を行ってみた．

　成績は深呼吸，呼吸頻速，においを嗅ぐ呼吸動作時

にはいずれも鼻甲介温の下降が認められた．嗅刺戟時

に被検者が思わず嗅素ガスを強く吸いこんだり（特に

芳香の場合）或いは呼吸反射として呼吸望洋が生じた

りする場合が実験に際して可能性として考えられる．

ままたにおいを嗅ぐ動作は呼吸は極めて浅く，且つ頻

数である．これは嗅素ガスが弱い場合に確かめんとし

て行なわれる呼吸動作である．結果としてはこの3者

のいずれも鼻腔内換気量を増加させて下鼻甲介をより

冷却させることによって鼻甲介温に低下をきたさしめ

たものと考えられる．

　実験として行なった呼吸の変化は実際に起ると予想

される場合に比して極めて誇張させてある．実際の嗅

刺戟性呼吸反射の温度曲線変化は本実験におけるほど

には強くないであろう．いずれにせよこれらの呼吸様

式変化では下鼻甲介温は下降の傾向にあることが考え

られる．
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　呼吸停止に際して下鼻甲介温は上昇をきたした．こ

の温度上昇の様式は一見して本反応に似ている．呼吸

停止は高濃度の嗅素ガス，殊に粘膜刺戟性嗅素により

ひき起される．しかし本実験では10秒間呼吸を停止せ

しめた上での結果であり，エーテルや純嗅素を与えた

際に起る呼吸の停止或いは呼吸緩徐による換気量低下

は本実験の条件に比して遙かに小であり比較に足らぬ

ものと考えられる．従ってこのように呼吸様式の変化

を意識的にひき起してはじめて類似の温度変化が認め

．られる以上，一無意識のう一ちに起る僅かな反射性呼吸変

化は甲介温の変化に大きな：影響をもたらさないのでは

ないかと想像される．

　これらの諸結果を綜合してみると本反応は鼻甲介粘

膜の血流動態の変化を重要な因子としているものと推

論される．

　北村の述べるようには刺戟が生体に作用するとき，

生体には種々の反射が起る．この際に定位反射と呼ば

れる現象が生ずる．この反射のうちの一成分として末

梢血管の収縮反射，頭部血管の拡張反射がある．どの

ような刺戟に対してもはじめのうちは頭部血管の拡張

と末梢血管の収縮が起る．反射の一般形態としては血

管反射は2秒～5秒の潜伏時間で生じ，8秒～20秒間

持続する．この反射は刺戟が本質的に新しさをもって

いる場合に起るものである43）と．

著者がとりあげている鼻甲介温の上昇が下鼻甲介の血

管反射に類する反応であるならば北村の述べた定位反

射と何らかの関連があるのではないかと考えられる．

　　　　　　　4．結　　　　　論

　i）呼吸様式を意識的に変化させると下鼻甲介温に

変動が生ずる．

　ii）呼吸頻速，深呼吸，においを嗅ぐ呼吸動作では

下鼻甲介温は下降す．

　iii）呼吸停止では下鼻甲介温は上昇する．

　iv）嗅刺戟性呼吸反射による呼吸変化は，本反応を

左右するほどの下鼻甲介温変動をもたらすものではな

い．

を用いた．

　被検者を3群に分類した．

　第1群　軽症群

　自覚的嗅覚はほぼ正常であり，鼻腔内は嗅裂，中鼻

道は大体開いており，鼻粘膜に軽度及び中等度の腫

脹，肥厚，充血があるもの．軽度の慢性鼻炎，急性鼻

炎等がこの群に入る．

　第2群　中等症群

　自覚的嗅覚は中等度に障害されている．鼻腔内は強

く浮腫状に腫脹し，時には茸腫を有する．アドレナリ

ン塗布で甲介粘膜の腫脹の減退が著しくは認められな

いもの．

　中等度の慢性肥厚性鼻炎及び慢性副鼻腔炎がこの群

に入る．

　第3群　高度症群

　自覚的嗅覚は全くない．

　鼻腔内は全く正常か（頁性嗅覚脱失症），或いは二

二，中二道ともに完全に閉鎖され，鼻粘膜は強く充血

する（高度急性鼻炎）か蒼白浮腫状に高度に腫脹し，

鼻甲介も茸腫様の腫脹がある（高度慢性副鼻腔炎，慢

性鼻炎）．

　別に本編第二章における正常人の結果を対照として

比較した．

　b）実験装置

嗅素びん，温度計，固定器などは本編第皿章における

と全く同様であり，嗅素は5種を適当に組合わせて用

いた．

　2）実験方法

　本編第二章におけると全く同様の操作で下鼻甲介温

を測定し，嗅刺戟を与えた．

　実験室の環境，条件も第皿章におけると同様であ

る．

　　　　　　　2．実　験　成績

　正常者25例，第1群30例，第2群15例，第3群8

例，計73例の成績は第15表の如くである．成績の判定

方法は第1編第虚心に準じた．

IV．鼻疾患を有する人における品品載に

　　　　対する下鼻甲介温の笈応
第15表

　　　　　　1．実験材料及び実験方法

　ユ）実験材料

　a）被検者
　金沢大学医学部附属病院耳鼻咽喉科外来患者及び入

院患者のうちで鼻疾患を有する18歳～60歳の男女53例

1刊±1■計
群
群
群
群

常
1
2
3

正
第
二
第
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n
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0

1
　
1
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乙
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11

11

6

屡
り
O
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8

0
4
0
0
1
　
7
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　正常者25例のうち何らかの嗅素に本反応が（＋）を

示したものが19例あり，いかなる嗅素にも反応のみら

れなかったものが5例，（±）が1例であった．

　第1群では（十）が約半数あり（一）は約1／3を占

めておる．

　第2群では（一）が圧倒的に多く（十）は15例中1

例のみであった．

　第3群では本反応は8例中（＋）はなく，（一）が6

例あった．

3．小括並びに考按

　鼻疾患を有する人を自覚的嗅覚の有無と鼻腔粘膜の

病変の程度により3群に分類し，嗅刺戟に対する下鼻

甲介温の反応を観察した．第1群は嗅覚正常，鼻粘膜

の軽度障碍例で甲介粘膜はアドレナリン塗布によく反

応する．かかる例では下鼻甲介温は嗅刺戟に対して比

較的よく反応している．第2群は嗅覚中等度障害で鼻

粘膜は浮腫状に腫脹しアドレナリンに対して反応は鈍

い．本反応の発現は急激に低下を示し，反応のみられ

ぬ例数が増加している．第1群の下鼻甲介粘膜が血管

の収縮，拡張によく応じやすいのに比べ，第2群では

嗅覚の減退に加えて，反応の生起すべき下鼻甲介粘膜

の血管が病的変化のためにたとえ嗅感が生じても血流

変化を起しにくい．下鼻甲介温の反応の乏しかったの

は上に述べた理由によるのであろう．第3群は嗅感が

起らなかったことによるものであろうと考えられる．

　本反応は家兎のみならず人間においても証明され，

その発現は嗅覚と鼻甲介の性状との両者に密接に関連

している．

4．結 論

　i）嗅刺戟による鼻甲介の温度反応は嗅覚正常で鼻

粘膜に軽度障害あるものでは50％前後の発現をみる．

　ii）嗅覚が中等度におかされ，鼻粘膜が高度に障害

をうけているものでは本反応の出：現頻度は極めて低下

する．

　浦）嗅覚脱失者でほ鼻粘膜の性状のいかんに拘わら

ず本反応は出現しない．

全　編　結　論

　家兎及び人の嗅刺戟に対する鼻甲介温の変動を測定

記録し次の結論を得た．

　i）家兎及び入の鼻甲介温を連続記録しつつ経鼻孔

子に嗅刺戟を与えると鼻甲介温に変動をきたす．鼻甲

介温は嗅刺戟を投与すると一時上昇し次いで下降し旧

に復する，

坂

　ii）本反応は純嗅素及び粘膜刺戟性嗅素の種類を問

わず発現する．

　iii）回覧を稀釈すると本反応の発現頻度は低下す

る．家兎における発現の限界はLOOO倍稀釈と10，000倍

稀釈の間である．

　iv）嗅脳を除去せる家兎においては純嗅素刺戟に対

する本反応は殆んどみられず，全鼻腔粘膜表面麻酔を

施した家兎においては純嗅素刺戟，粘膜刺戟性嗅素刺

戟のいずれにも本反応は殆んどみられない．

　v）自律神経系の薬剤灼侵襲により本反応は発現度

に変化を生ずる．

　vi）頸部交感神経幹切断の家兎においては本反応の

出現度が著しく低下する．

　vii）正常人における本反応の発現率は約70％であ

り，嗅覚及び鼻甲介粘膜の高度障害者では本反応は殆

んど発現しない．

　viii）本反応は嗅刺戟による嗅感の発来に密接な関

係のあることが推測される．且つ本反応は主として鼻

甲介粘膜の血流量の変化によるものと推定される．

　ix）本反応は他覚的嗅覚検：査法の1つとして応用に

足るものと思う．

終に臨み懇篤なる御指導と御校閲を賜った恩師松田竜一名瞥教

授，豊田文一教授，梅田良三助教授に深謝する・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　Thermal　changes　were　observed　on　the　surface　of　the　nasal　turbinate　when　olfactory

stimulations　were　applied　through　the　nostrils　of　rabbits　and　men．

　　The　measurements　were　made　with　the　thermorneter　mounted　with　thermister　inserted

into　the　nasal　cavity．

　　The　sensitive　spot　of　the　thermometer　was　set　on　thb　anterior　turbinate　of　rabbits　and

inferior　turbinate　of　men．

　　The　thermal　changes　were　carefully　measured　and　observed　continuously　and　automatically．

　　Several　kinds　of　pure　olfactory　substances　and　muco－stimulating　olfactory　substances　accord－

illg　to　Zwaardemaker’s　classi丘cation　were　used　in　various　consistencies．

　　The　following　results　wereρbtained：

　　1）In　rabbits．　The　temperature　of　the　turbinate　rises　by　O．2。C　to　O．5。C　at　olfactory

stimulations，　and　then　fa11s．

　　Such　a　response　is　observed　at　any　olfactory　stimuli．

　　The　more　olfactory　substance　is　diluted，　the　less　often　is　the　response　observed．

　　This　response　is　observed　in　muco－stimulating　olfactory　substances　and　not　in．pure　olfac・

tory　substances　in　the　rabbits　wlth　resected　nose　brain，　nor　in　any　olfactory　substances　in

the　whole　nose　mucosa　of　those　anaesthetized　with　xylocaine．

　　This　response　is　obゴerved　less　pronouncedly　ill　the　animals　after　cervical　sympathectomy・

　　2）This　response　is　also　observed　in　men　free　from　any　nasal　disease　almost　by　70％，

while　it　is　very　little　in　those　with　marked　hyposmla　and　with　marked　disturbance　on‡he

naSal　tUrbinate．　　　　　　　　　　・

　　Olfacto－respiratory　reflex　seems　to　have　no　marked　inHuence　upon　this　thermal　change　on

the　nasal　turbinate　at　olfactory　stimulation．

　　It　is　reasonable　to　presume　that　this　response　is　due重。　olfactory　sensation　and　to　changes

of　blood　How　on　the　mucosa　of　the　llasal　turbinate．


